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で
売
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

一
方
で
、
海
外
の
商
品
は
値

上
が
り
す
る
た
め
、
輸
出
は

増
加
し
、輸
入
は
減
少
す
る
。
　
・

貿
易
収
支
の
短
期
的
な
変

動
は
、
こ
の
両
者
で
、
あ
る
　
・

程
度
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
　
・

る
。
し
か
し
、
近
年
の
わ
が
　
一

国
の
輸
出
入
の
推
移
を
み
る
　
一

と
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
に

説
明
で
き
な
い
動
き
が
生
じ

て
い
る
。

輸
出
は
低
迷
が
続
い
て
い

る
。
国
際
通
貨
基
金

（Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
の
続
計
に
よ
る
と
１０
年

以
降
、
世
界
経
済
は
３
～
５

％
台
の
プ
ラ
ス
成
長
を
維
持

し
た
も
の
の
、
実
質
輸
出
は

伸
び
悩
み
、
足
元
で
も
リ
ー

マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準

近
く
を
よ
う
や
く
回
復
し
た

に
す
ぎ
な
い
。

一
方
、
輸
入
に
目
を
向
け

る
と
、
００
年
度
以
降
、
１３
年

度

ま
で
実
質
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
Ｈ

・
１
％
増

加
し
た
の
に
対
し
、
実
質
輸

入
は
３８

・
６
％
増
と
３
倍
以

上
の
ペ
ー
ス
で
増
え
た
。

そ
こ
で
本
稲
で
は
、
わ
が

国
の
輸
出
入
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
要
因
で
変
動
す
る
の

か
、
足
元
で
生
じ
て
い
る
構

造
的
な
変
化
も
踏
ま
え
て
考

察
し
て
い
く
。

（日
本
総
合
研
究
所
）
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日
本
の
貿
易
収
支
は
通
関

ベ
ー
ス
で
２
０
１
３
年
度
に

‐３
兆
７
千
５
百
億
円
の
赤
字

と
な

っ
た
。
こ
れ
は
比
較
可

能
な
１
９
７
９
年
度
以
降
で

は
最
大
の
赤
字
幅
で
あ
る
。

貿
易
収
支
を
構
成
す
る
輸

出
と
輸
入
の
主
な
決
定
要
因

は
、
周
外
景
気
と
為
替
相
場

の
動
向
で
あ
る
。
０８
年
の
リ

ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
時
の
よ

う
に
、
海
外
の
景
気
が
大
き

く
悪
化
す
れ
ば
輸
出
の
減
少

は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

国
内

の
景
気
が
良

く
な
れ

ば
、
資
源
や
海
外
の
プ
ラ
ン

ド
品
な
ど
海
外
製
品

へ
の
需

要
が
増
え
、
輸
入
は
増
加
す

る
。
こ
の
よ
う
に
、
輸
出
は

海
外
、
輸
入
は
国
内
の
景
気

の
影
響
を
受
け
る
。

為
替
相
場
も
無
視
で
き
な

い
要
因
で
あ
る
。
通
常
、
円

安
に
な
れ
ば
、
海
外
に
安
価

2014年 5月 28日 付 日本経済新聞

2014年 5月 29日 付 日本経済新聞

複雑化する決定要因

短期的には貿易赤字縮小へ

ナ

ま
ず
、
貿
易
収
支
の
短
期

的
な
変
動
要
因
と
し
て
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
が
挙
げ

ら
れ
る
。
通
関
ベ
ー
ス
の
貿

易
統
計
に
よ
る
と
、
季
節
要

因
を
取
り
除
い
た
４
月
の
貿

易
収
支
は
、
約
８
４
５
０
億

円

の
赤
字

と
な

っ
た
も

の

の
、
３
月
に
比
べ
る
と
赤
字

‐‐‐冨
は
５
割
弱
も
縮
小
し
た
。

こ
の
主
因
は
輸
入
の
減
少

で
あ
る
。
今
年
３
月
に
か
け

て
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

を
控
え
た
駆
け
込
み
か
ら
国

肉
需
要
が
拡
大
し
、
そ
れ
に

運
動
し
て
輸
入
も
大
幅
に
増

加
し
た
。

し
か
し
、
４
月
に
は
そ
の

反
動
減
が
発
生
し
、
国
内
需

要

が
落

ち
込
ん
だ

こ
と
か

ら
、
輸
入
は
大
幅
に
減
少
し
、

貿
易
収
支
も
改
善
し
た
。
今

後
も
内
需
の
増
勢
が
鈍
化
す

る
こ
と
か
ら
、
輸
入
の
増
加

ペ
ー
ス
は
緩
や
か
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

一
方
、
輸
出
に
目
を
向
け

る
と
、
４
月
は
前
月
比
０

。

６
％
増
と
引
き
続
き
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
も

っ
と
も
、
今

後
は
、
わ
が
国
の
主
要
輸
出

先
で
あ
る
米
国
を
は
じ
め
と

す
る
海
外
景
気
の
緩
や
か
な

回
復
を
背
景
に
持
ち
直
し
て

い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
駆
け
込
み
需
要
の

一
巡
も
輸
出
増
加
に
作
用
す

る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で

輸

出
が
伸
び
悩

ん
だ

一
因

に
、
企
業
が
国
内
向
け
需
要

に
優
先
的
に
出
荷
を
振
り
向

け
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
生
産
能

力
が
限
ら
れ
る
な
か
、
駆
け

込
み
需
要
や
景
気
対
策
な
ど

で
国
内
需
要
が
急
拡
大
し
た

た
め
、
輸
出
を
抑
制
し
、
国

血
需
要

へ
の
対
応
を
優
先
す

る
動
き
が
生
じ
た
。

今
後
、
国
内
需
要
の
増
勢

鈍
化
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、

企
業
が
徐
々
に
輸
出
に
割
り

当
て
る
余
裕
が
生
じ
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
輸

入
の
増
勢
鈍
化
と
輸
出
の
回

復
に
よ
り
、
貿
易
赤
字
は
短

期
的
に
縮
小
す
る
可
能
性
が

一局
い
。

（日
本
総
合
研
究
所
）

兆円

実質輸出入と貿易収支
2007年 二100

貿易収支
(通関ベース)

20004F02  04  06  08  10  1
(資料)内閣府、財務省
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景
に
あ
る
。

第
２
に
、
東
日
本
本
“辰
災

に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構

造
の
変
化
で
あ
る
。
原
子
力

発
電
所
の
稼
働
停
上
に
伴

い
、
電
力
供
給
は
火
力
発
電

へ
と
シ
フ
ト
し
た
。
震
災
前

に
６
割
前
後
だ

っ
た
火
力
発

電
の
発
電
比
率
（自
社
発
電
）

は
震
災
以
降
、
約
９
割
ま
で

上
昇
し
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
燃
料

の
輸
入
量
が
増
加
し
た
。

第
３
に
、
円
安
で
あ
る
。

鉱
物
性
燃
料
の
多
く
は
ド
ル

建
て
で
決
済
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
円
相
場
が
下
落
す
れ

ば
、
円
換
算
の
輸
入
額
は
増

加
す
る
。
安
倍
晋
三
政
権
の

成
長
戦
略
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

を
契
機
と
す
る
円
相
場
の
下

落
も
輸
入
金
額
の
押
し
上
げ

に
作
用
し
て
い
る
。

震
災
以
降
の
火
力
発
電
へ

の
シ
フ
ト
は
、
足
元
で

一
巡

し
て
お
り
、
原
発
停
止
に
伴

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
輸
入

数
量
の
増
加
圧
力
は

一
服
し

た
と
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

原
発
の
再
稼
働
の
め
ど
は
立

っ
て
い
な
い
。
鉱
物
性
燃
料

需
要
の
高
止
ま
り
が
続
く
と

予
想
さ
れ
、
価
格
上
昇
や
円

安
に
よ
り
、
輸
入
が
増
加
し

や
す
い
構
図
は
当
面
続
く
と

み
ら
れ
る
。

（日
本
総
合
研
究
所
）

こ
こ
か
ら
は
、
貿
易
構
造

の
変
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

輸
入
を
考
察
す
る
。

わ
が
国
で
は
、
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
の
長
引
く
景
気
低
迷

に
よ
り
、
低
価
格
を
志
向
す

る
動
き
が
強
ま

っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
下
、
企
業
は
、
国

肉
製
品
か
ら
安
価
な
輸
入
品

へ
の
代
替
を
進
め
て
き
た
。

輸
入
品
へ
の
代
替
の
度
合

い
を
表
す
指
標
に
、
国
内
の

総
供
給
に
対
す
る
輸
入
品
の

割
合
で
示
さ
れ
る
輸
入
浸
透

度
が
あ
る
。
鉱
工
業
全
体
の

輸
入
浸
透
度
は
、
変
動
を
伴

い
な
が
ら
も
上
昇
傾
向
が
続

い
て
い
る
。　
　
　
　
，

業
種
別
に
み
る
と
、
労
働

集
約
型
の
代
表
と
さ
れ
る
繊

維
工
業
が
高
い
水
準
と
な

っ

て
い
る
。
加
え
て
、
近
年
で

は
情
報
通
信
機
械
工
業
が
急

上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

米
国
や
韓
国
な
ど
海
外
製
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
人
気
が

高
ま

っ
た
こ
と
な
ど
を
反
映

し
て
い
る
。

輸
入
品
の
増
加
は
、
他
国

企
業
の
製
品
に
限

っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
人
件
費
や
コ
ス

ト
の
削
減
を
目
的
に
、
わ
が

国
企
業
は
、
生
産
設
備
を
国

内
か
ら
海
外
に
移
転
す
る
動

き
を
進
め
、
日
本

へ
の

「逆

輸
入
」
も
増
や
し
て
き
た
。

基
本
的
な
機
能
に
絞

っ
た
洗

濯
機
や
冷
蔵
庫
な
ど
家
電
製

品
が
代
表
例
で
、
自
動
車
の

一
部
に
も
逆
輸
入
の
商
品
が

あ
る
。

こ
う
し
た
逆
輸
入
の
動
き

は
、
経
済
産
業
省
が
発
表
す

る
海
外
事
業
活
動
基
本
調
査

で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
製
造
業
で
の

逆
輸
入
額

（海
外
現
地
法
人

の
日
本
向
け
売
上
高
）
は
、

２
０
０
０
年
度
の
約
６
兆
円

と
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。

海
外
製
品

へ
の
代
替
や
逆

輸
入
の
流
れ
は
今
後
も
続
く

と
み
ら
れ
、
輸
入
の
増
加
、

貿
易
収
支
の
一卜
押
し
圧
力
と

し
て
働
く
。
規
制
改
革
や
法

人
税
減
税
を
通
じ
て
、
わ
が

国
企
業

・
製
品
の
国
際
競
争

力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

（日
本
総
合
研
究
所
）

2014年 5月 30日 付 日本経済新聞

2014年 6月 2日 付 日本経済新聞

輸入品への代替が進展

ゼミナ巧ル
/  原発停止で燃料輸入が増加

輸
入
の
増
加
は
製
品
に
限

ら
な
い
。
わ
が
国
で
は
、
原

油
や
液
化
天
然
ガ
ス

（Ｌ
Ｎ

Ｇ
）
な
ど
鉱
物
性
燃
料
の
ほ

と
ん
ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
頼

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

輸
入
額
は
輸
入
総
額
の
約
３

割
を
占
め
、
輸
入
全
体
お
よ

び
貿
易
収
支
の
行
方
を
大
き

く
左
右
す
る
。

鉱
物
性
燃
料

の
輸

入
額

は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
以

降
長
ら
く
安
定
的
に
推
移
し

て
い
た
が
、
２
０
０
０
年
代

半
ば
以
降
増
加
基
調
に
転
じ

た
。
そ
の
背
景
と
し
て
以
下

３
点
を
指
摘
で
き
る
。

第
１
に
、
原
油
価
格
の
上

昇
で
あ
る
。
００
年
代
初
頭
に

１
バ
レ
ル
２０

，レ
ド
台
で
あ

っ
た

原
油
価
格
は
、
足
元
で
１
０

０

，レ
ド
を
上
回
る
水
準
が
定
着

し
て
い
る
。
新
興
国
の
高
成

長
に
伴
う
需
給
の
逼
迫
が
背

逆輸入顎と輸入漫透度

輸入浸透度(:広工業(右軸)
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次
に
輸
出
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
安
倍
晋
三
政
権
発
足

を
契
機
に
、
円
相
場
は
ド
落

し
、
哺
出
の
増
加
が
期
待
さ

れ
た
。
円
安
に
な
れ
ば
、
わ

が
国
か
ら
輸
出
す
る
製
品
の

外
貨
建

て
価
格

は
安

く
な

り
、
価
格
競
争
力
が
増
す
か

ら
だ
。
し
か
し
、
実
際
の
輸

出
数
量
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で

椛
移
し
て
い
る
。

背
景
に
、
企
業
の
経
営
姿

勢
の
変
化
が
指
摘
で
き
る
。

２
０
０
０
年
代
前
半
ま

で

は
、
企
業
は
円
安
時
に
外
貨

建
て
の
輸
出
価
格
を
ド
げ
て

数
量
拡
大
を
狙

っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
００
年
代
後
半
に
な
る

と
、
円
安
局
面
に
お
い
て
も
、

輸
出
価
格
を
引
き
下
げ
な
く

な

っ
た
。
直
近
の
円
安
局
面

の
１２
年
１０
～
１２
月
期
以
降
を

み
る
と
、
総
合
的
な
為
替
レ

ー
ト
を
示
す
名
目
実
効
為
替

レ
ー
ト
が
２
割
強
も
下
落
し

た
の
に
対
し
て
、
契
約
通
貨

ベ
ー
ス
の
輸
出
物
価
指
数
は

２
％
程
度
の
低
ド
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

新
興
国
も
合
め
た
世
界
的

な
所
争

が
激

し
く
な
る
な

か
、
主
要
国
の
企
業
行
動
に

は
違
い
が
み
ら
れ
る
。
中
国

や
韓
国
の
企
業
は
、
価
格
引

き
下
げ
に
よ
り
販
売
数
量
を

伸
ば
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ド
イ
ツ
企
業
は
、
非
価

格
競
争
力
の
強
化
に
努
め
つ

つ
、
通
貨
高
局
面
に
お
い
て

も
輸
出
価
格
を
引
き
上
げ
る

な
ど
、
採
算
確
保
重
視
の
価

格
設
定
ス
タ
ン
ス
を
と

っ
て

き
た
。

最
近
の
わ
が
国
企
業
も
、

ド
イ
ツ
の
よ
う
に
勅
争
力
の

高
い
商
品
を
中
心
に
、
採
算

確
保
に
重
き
を
置
く
行
動
パ

タ
ー
ン
ヘ
と
シ
フ
ト
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
円
安
下

で
も
安
易
に
価
格
を
引
き
下

げ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

体
力
を
消
耗
さ
せ
る
価
格
競

争
か
ら
は

一
線
を
画
し
始
め

て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら

だ
。
こ
う
し
た
結
果
と
し
て
、

円
安
に
よ
る
輸
出
数
量
の
押

し
上
げ
効
果
は
、
以
前
よ
り

低
下
し

て
い
る
と
い
え
よ

う
。

（日
本
総
合
研
究
所
）

前
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
円

安
で
輸
出
数
量
が
伸
び
な
か

っ
た
背
景
Ｌ
し
て
、
企
業
の

経
営
姿
勢
の
変
化
を
指
摘
し

た
。
も

っ
と
も
、
円
安
に
よ

る
輸
出
押
し
上
げ
効
果
が
低

ド
し
た
と
し
て
も
、
海
外
景

気
が
回
復
す
れ
ば
、
輸
出
は

増
加
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
実
際
は
海
外
需
要
が

拡
大
し
た

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
輸
出
は
ほ
と
ん
ど
増
え

な
か

っ
た
。
こ
れ
を
ど
う
説

明
す
れ
ば
よ
い
か
。

そ
こ
で
、
輸
出
数
量
を
海

外
需
要
の
変
動
に
よ
る

「
所

得
要
因
」
と
、
為
替
相
場
の

変
動
に
よ
る

「
価
格
要
因
」

を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
変
数
と
し

て
推
計
し
、
各
要
因
の
変
化

を
み
て
み
た
。

推
計
の
結
果
、
と
り
わ
け

大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
の

は

「
所
得
要
因
」
で
あ
る
。

⑥

１
％

の
海
外
需
要

の
変
化

が
、
輸
出
数
量
を
ど
れ
だ
け

変
化
さ
せ
る
か
を
示
す
所
得

弾
性
値
を
み
て
み
る
と
、
１

９
８
０
年
代
は
約
１

・
３
。

す
な
わ
ち
、
海
外
需
要
が
１

％
増
加
す
れ
ば
、
わ
が
国
の

輸
出
数
量
は
お
よ
そ
１

・
３

％
増
加
す
る
と
い
う
関
係
に

あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
所
得
弾

性
値
は
、
９０
年
代
に
な
る
と

約
０

。
４
ま
で
低
ド
し
た
。

２
０
０
０
年
以
降
は
０

・
２

を
下
回
り
、
８０
年
代
と
比
べ

て
弾
性
値
は
、
１０
分
の
１
近

く
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

所
得
弾
性
値
が
低
下
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
国
の

輸
出
が
、
海
外
景
気
の
影
響

を
受
け
に
く
く
な

っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
人
件
費
の

増
加
や
円
高
な
ど
に
よ
り
、

と
り
わ
け
汎
用
品
に
つ
い
て

は
、
国
内
生
産
の
優
位
性
が

徐
々
に
失
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
企
業
の

生
産
拠
点

の
海
外

シ

フ
ト

や
、
わ
が
国
製
品
の
世
界
市

場
に
お
け
る
シ

ェ
ア
喪
失
な

ど
、
輸
出
構
造
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
構

造
変
化
が
、
輸
出
の
伸
び
を

抑
制
し
て
い
る
可
能
性
が
高

（日
本
総
合
研
究
所
）

2014年 6月 3日 十寸  日本経済新聞

2014年 6月 4日 付 日本経済新聞

円安でも輸出価格下げず

起長翌■ッレ
/  
輸出の所得弾性値が低下

―

輸
出
入
の
構
造
変
化

名目実効為替
レー

期

００

９５

９０

８５

８０

７５

７０

lol～ 881Q4～ 95/Q2～  20011104～ 04イQ4～ 12イQ3～

円安局面での輸出物価指数
(円安局面-1期 =100)

(資料)日本銀行

0
1980年代  1990年代 2000年～現在

(資料)内閣府、財務省、IMFなどを基に日本総研作成

輸出数量の所得弾性値
1.5

110
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こ
こ
か
ら
は
、
わ
が
国
の

輸
出
と
海
外
景
気
の
運
動
性

を
低
ド
さ
せ
た
構
造
変
化
に

つ
い
て
、
詳
し
く
み
て
い
こ

｝つ
。第

１
に

「
生
産
の
海
外
シ

フ
ト
」
で
あ
る
。
２
０
０
０

年
代
以
降
、
海
外
で
は
ア
ジ

ア
を
中
心
と
す
る
新
興
国
が

高
成
長
に
洲
い
た
。　
一
方
、

わ
が
国
で
は
、
他
国
と
の
競

争
激
化
や
国
内
で
の
高
コ
ス

ト
構
造
が
重
荷
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
乗
り
越

え
る
べ
く
、
わ
が
国
企
業
は

生
産
拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
に

注
力
し
、
海
外
の
旺
盛
な
需

要
を
取
り
込
む
体
制
を
構
築

し
た
。
そ
の
結
果
、
海
外
需

要
の
増
加
が
、
国
内
生
産
や

輸
出
の
増
加
に
結
び
付
き
に

く
く
な
る
状
況
が
生

ま
れ

た
。海

外
シ
フ
ト
に
よ

っ
て
、

わ
が
国
の
輸
出
は
ど
れ
だ
け

影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
。

わ
が
国
か
ら
の
輸
出
と
海
外

現
地
法
人
の
売
上
高
の
合
計

を
わ
が
国
企
業
の
海
外
売
上

高
と
考
え
、
そ
の
う
ち
後
者

の
シ

ェ
ア
を
「
現
地
対
応
度
」

と
定
義
す
る
。

現
地
対
応
度
は
、
総
じ
て

上
昇
傾
向
に
あ
り
、
足
元
で

は
２
０
０
０
年
に
比
べ
て
１０

β
強
上
昇
し
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
、
輸
出
か
ら
現
地
で
の

販
売
に
切
り
替
わ

っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。

と
り
わ
け
、
現
地
対
応
度

が
高
い
の
が
、
自
動
車
産
業

で
あ
る
。
海
外
で
の
自
動
車

需
要

の
急
拡
大
を
見
越
し

て
、
大
手
自
動
車
各
社
は
、

他
の
ど
の
産
業
よ
り
も
速
い

ペ
ー
ス
で
海
外
で
の
生
産
体

制
を
構
築
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
１３
年
の
現
地
期
応
度

は
実
に
７５
％
に
ま
で
高
ま

っ

て
い
る
。

自
動
車
各
社
の
輸
出
状
況

を
み
る
と
、
安
倍
政
権
発
足

を
契
機

と
し
た
円
安
下

で

も
、
輸
出
は
ほ
と
ん
ど
伸
び

て
い
な
い
。
海
外
生
産
比
率

が
上
昇
し
た
メ
ー
カ

ー
で

は
、
む
じ
ろ
輸
出
が
減
少
し

て
お
り
、
海
外
シ
フ
ト
の
深

化
が
う
か
が
え
る
。

（日
本
総
合
研
究
所
）

わ
が
国
の
輸
出
に
お
け
る

構
造
変
化
と
し
て
、
第
２
に

「市
場
シ
ェ
ア
の
縮
小
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。

電
気
機
械
産
業
は
、
か
つ

て
自
動
車
産
業
と
並
ぶ
わ
が

国
を
代
表
す
る
輸
出
産
業
で

あ

っ
た
。
１
９
８
０
年
代
に

は
、
高
い
競
争
力
を
背
景
に

日
本
製
の
家
電
製
品
が
世
界

を
席
巻
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
、
事
態
は

一
変
し
た
。
中

国
や
韓
国
な
ど
新
興
国
の
製

品
の
存
在
感
が
急
速
に
高
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

家
庭
用
電
気
機
器
の
世
界
全

体
の
輸
出
額
に
占
め
る
わ
が

国
の
シ

ェ
ア

（消
費
財
、
ド

ル
ベ
ー
ス
）
は
、
足
元
で
中

国
や
韓
国
の
後
じ
ん
を
拝
し

て
い
る
。

市
場
シ
ェ
ア
を
失

っ
た
背

景
の

一
つ
に
、
わ
が
国
企
業

の
高
コ
ス
ト
体
質
が
指
摘
で

き
る
。
と
り
わ
け
電
気
機
材

産
業
で
は
事
業
改
革
の
遅
れ

も
響
き
、
他
国
企
業
と
比
べ

て
コ
ス
ト
競
争
力
が
大
幅
に

低
下
し
た
。

加
え
て
、
企
業
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
能
力
の
弱
さ
も
ネ

ッ
ク
と
な

っ
た
。
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
は
様
々
で
、
わ
が
国

で
売
れ
た
製
品
ス
ペ

ッ
ク
が

他
の
国

。
地
域
で
も
同
様
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
限
ら

な
い
。
実
際
に
、
新
興
国
な

ど
で
は
、
機
能
を
絞

っ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
家
電
製
品

が
売
れ
て
い
る
。

わ
が
国
企
業
が
現
地

ニ
ー

ズ

の
対
応

に
手
間
取
る

一

方
、
新
興
国
企
業
は
技
術
面

で
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
図

る
と
と
も
に
、
低
価
格
の
販

売
攻
勢
や
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
よ
る
消
費
者

ニ
ー
ズ
の

的
確
な
把
握
に
努
め
た
。
そ

の
結
果
、
市
場
規
模
が
大
き

い
欧
米
や
、
成
長
著
し
い
ア

ジ
ア
な
ど
で
者
実
に
市
場
シ

ェ
ア
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

わ
が
国
の
電
気
機
器
の
輸

出
額
は
、
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ

ッ
ク
を
機
に
落
ち
込
ん
で
以

降
低
迷
が
続
い
て
い
る
。
い

っ
た
ん
失

っ
た
市
場
を
取
り

戻
す
の
は
容
易
で
な
い
。

（日
本
総
合
研
究
所
）

2014年 6月 5日 付 日本経済新聞

2014年 6月 6日 付 日本経済新聞

生産の海外シフトが進展

新興国の攻勢でシェア縮小

一一

―

外需への現地対応度 (4期移動平均)
80
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輸送機械

1998年 06  08   10   1213

(資料)経済産業省
(注 )現地対応度=
法人売上高十
日本への輸出を除く

電気機器の輸出額と輸出シエア

わが国輸出におけるシエア

15 兆円  輸出額
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1 89   93   97  2001  05   09   13
(資料)財務省



輸
出
入
の
構
造
変
化

③

輸
出
入
の
構
造
変
化

⑩

わ
が
国
輸
出
と
海
外
景
気

の
連
動
性
を
低
下
さ
せ
た
構

造
変
化
と
し
て
、
第
３
に
「
輸

出
誘
発
効
果
の
低
下
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。

一
般
論
で
言
え
ば
、
生
産

拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
は
、
最

終
製
品
の
輸
出
減
少
を
も
た

ら
す

一
方
、
海
外
で
の
生
産

拡
大
は
、
現
地
で
資
本
財
や

部
品
の

一
段
の
調
達
が
不
可

欠
と
な
る
こ
と
で
、
同
分
野

で

の
輸
出
増
加

に

つ
な
が

る
。
こ
れ
を
輸
出
誘
発
効
果

と
い
う
。

海
外
事
業
活
動
基
本
調
査

に
よ
る
と
、
海
外
現
地
法
人

の
仕
入
れ
高
は
、
２
０
０
８

年
の
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
落

ち
込

み
を
除

け

ば
、
増
加
基
調
に
あ
る
。
も

っ
と
も
（
仕
入
れ
先
を
み
る

と
、
‐２
年
度
に
は
現
地
調
達

の
割
合
が
約
６０
％
ま
で
高
ま

る

一
方
、
わ
が
国
か
ら
の
愉

入

に
よ
る
仕
入
れ

シ

ェ
ア

は
、
３０
％
を
切
る
水
準
ま
で

低
下
し
て
い
る
。

現
地
調
達
の
積
極
化
は
、

ア
ジ
ア
な
ど
新
興
国
が
高
成

長
を
背
景
に
存
在
感
を
高
め

た
２
０
０
０
年
代
に
入

っ
て

顕
著
と
な

っ
て
い
る
。
技
術

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
よ
る

海
外
製
品
の
品
質
向
上
や
、

コ
ス
ト
面
で
の
優
位
性
な
ど

が
背
景
に
あ
る
。

例
え
ば
、
家
電
製
品
や
自

動
車
な
ど
に
お
い
て
は
、
わ

が
国
よ
り
安
価
で
、　
一
定
水

準
以
上
の
品
質
が
認
め
ら
れ

る
外
国
製
の
部
品
が
採
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

こ
れ
ま
で
述

べ
た
よ

う

に
、
わ
が
国
の
輸
出
入
は
、

内
外
の
景
気
や
為
替
の
動
向

だ
け
で
は
説
明
が
で
き
な
く

な

っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
リ

ー
マ
ン

。
シ
ョ
ッ
ク
後
の
動

き
を
み
る
限
り
、
構
造
変
化

の
影
響
の
方
が
大
き
く
な

っ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

輸
入
で
は
、

一
段
の
コ
ス

ト
削
減
を
目
的
と
し
た
輸
入

品

へ
の
代
替
、
逆
輸
入
の
増

加
が
、
押
し
上
げ
に
寄
与
し

続
け
る
。
原
子
力
発
電
所
の

稼
働
停
止
に
伴
う
鉱
物
性
燃

料
の
輸
入
高
止
ま
り
も
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
や
円

安
に
よ
り
、
輸
入
額
を
押
し

上
げ
る
恐
れ
が
あ
る
。

輸
出
で
は
、
円
安
で
も
輸

出
価
格
を
安
易
に
引
き
下
げ

な
い
経
営
姿
勢
、
生
産
拠
点

の
海
外
シ
フ
ト
、
市
場
シ

ェ

ア
の
縮
小
、
現
地
調
達
に
伴

う
輸
出
誘
発
効
果
の
低
ド
、

な
ど
が
重
荷
と
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
短
期

的
に
解
消
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
輸
出
入
に
お
け
る
構

造
変
化
を
踏
ま
え
れ
ば
、
輸

出
の
伸
び
が
輸
入
の
伸
び
を

上
回
る
公
算
は
小
さ
い
。
わ

が
国
の
貿
易
収
支
は
当
面
赤

字
が
続
く
可
能
性
が
高
い
。

貿
易
収
支
の
改
善
に
は
、

構
造
変
化

へ
の
対
応
を
進
め

て
、
輸
出
の
回
復
力
を
高
め

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
「非

価
格
」
競
争
力
の
高
い
製
品

の
開
発
に
注
力
す
る
こ
と
で

あ
る
。
各
国
で
異
な
る
需
要

に
マ
ッ
チ
し
た
柔
軟
な
製
品

開
発
や
、
高
付
加
価
値
化
の

た
め
の
研
究
開
発
投
資
の
拡

大
に
努
め
る
こ
と
が
、
最
終

的
に
は
輸
出
競
争
力
の
回
復

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
税
制
な

ど
海
外
と
比
べ
て
著
し
く
見

劣
り
し
て
い
る
わ
が
国
の
事

業
環
境
を
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
と

と
も
に
、
企
業
に
お
い
て
も
、

輸
出
力
強
化
に
向
け
た
自
己

改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

今
」
の
連
載
は
日
本
総
合

研
究
所

。
副
主
任
研
究
員
の

下
田
裕
介
が
担
当
し
た
）

＝
こ
の
項
お
わ
り

2014年 6月 10日 付 日本経済新聞

2014年 6月 ■ 日付 日本経済新聞
わが国の輸出入を取り巻く環境

→ 非価格競争力の向上による輸出回復が不可欠

輸出誘発効果が低下

非価格競争力の向上がカギ

―

こ
の
先
、
海
外
景
気
は
底

堅

い
拡
大
が
続

く
と
み
ら

れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
海
外
現

地
法
人
の
仕
入
れ
額
も
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
も

っ

と
も
、
現
地
製
品
の
品
質
向

上
な
ど
に
よ
り
、
現
地
調
達

化
の
動
き
は
、
今
後
も
進
展

す
る
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
輸
出
誘
発
効

果
は
さ
ら
に
低
下
し
、
海
外

生
産
拡
大
に
よ
る
プ
ラ
ス
効

果
が
、
わ
が
国
の
輸
出
増
加

に
波
及
し
に
く
く
な
る
だ
ろ

う
。

（
日
本
総
合
研
究
所
）

―
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本からの輸入

仕入れ高


